
 

 

 

この 10年間、ラルシュかなの家で役割をいただき、いろいろな出来事に恵まれました。 

かなの家は祈りの家です。仲間の人たち、アシスタントの人たち、それぞれの人が自分の喜び・哀しみ・

苦しみを一緒に背負って、ありのままの幼子のように生活をともにし、また通ってきています。何人かは

カトリックの洗礼を受けまた修道女になり、あるいは自然農法を目指して旅立っていきました。 

教わったことのひとつは、何をするか(DOING)ではなく、ともにいること(BEING)の喜びです。 

 

ジャンバニエさんの思索から 

＜両親は毎朝起床すると 30分間、沈黙の中で 

祈っていました＞ 

沈黙の中で、サムエルの祈り 

「主よ、お話し下さい。私はここにいます」 

 

祈りと愛、慈しみがありますように。 
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↑政一さんの飼っている愛犬「ソ

ラ」政一さんのことが大好き

で、仕事から帰ってくる時の喜

び方がすごいんです！ 

☆かなの家インタビュー「若本 政一さん」☆ 

 

 今、外で仕事をしています。仕事して 7 年に

なります。結構たいへんです。人が入ったり、

出たりして大変な仕事です。それから、いぶき

の家を建て直すために、引越ししなければなり

ません。犬の「ソラ」と離れてしまうのが、寂

しくなります。 

 

↑若本 政一（54） 

昔は、かなの家の仕事をして生活をして

いたのですが、現在は、一般企業に就職

し、かなの家での生活を続けながら、毎

日働いています。 

↑政一さんの描く板絵

は、大人気です。教会で

も多く飾られています。 

理事・評議員・監事の皆さんと理事会にて 

筆者；前列、右から二人目 



しゅう 壁から出ていく (going beyond the walls) 

 

ラルシュの責任者であるパトリックとアイリーンから手紙が来ました。 

リトアニアで行われた責任者会議の報告です。日本からはラルシュかなの家の理事、またラルシュインターナショナル

の理事である村本徹也さんが参加してくれました。ちなみに、ラルシュインターナショナル理事にアジアから選ばれたのは

村本さんが初めてです！ 

世界に 147 のコミュニティがあるラルシュですが、それぞれ国、文化、宗教が違います。コミュニティは様々なのです

が、どのコミュニティでも共通に大切にしている３つのことがあります。それは、「コミュニティ、仕事（支援）、スピリチュア

ル」です。私たちラルシュとしての特色です。しかし、その 3 つでは足りないとリトアニア会議で話されました。手紙の一部

を抜粋します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までも、ラルシュかなの家から、なかまとアシスタントが一緒にいろんな所へ訪問していますが、これからも意識して

壁の外へ出て、出会っていければと考えています。  

最近、ひとりのアシスタントがかなの家を去りました。

彼女は自分自身で作った心の壁を出ていこうとチャレン

ジしていた人でした。壁を出ると傷つきやすくなりますが、

自分らしく生きるために勇気を持って殻を破りました。 

4年の間、かなの家でたくさんのことを分かち合ってくれ

たことに感謝しています。次のステップでも彼女の賜物を

分かち合うことができるよう祈っています。 

（言・げん） 

 

長期・短期を問いません。資格・性別・国籍も問いません。 

信仰の有無、宗派の違いも問いませんが、 

お互いの違いを尊重できる方を望みます。 

今回は、社会福祉法人ラルシュかなの家の職員として待遇されますが、 

一時的な体験者として希望されることも可能です。  

お気軽にご相談ください。 
© かなの家 

 

ラルシュは、長い間「見に来てください」と言うだけで満足してきました。ラルシュが始まって以来、

「私たちのコミュニティに来て、私たちの生活を見てください」 と言ってきました。私たちの壁の中

に来てくださいと。ラルシュの重要な 3つのこと（スピリチュアル、コミュニティ、支援）は今でも大事

ですが、十分ではないと、この数年考えています。私たちはコミュニティでの経験を外に伝えてい

くように呼ばれていると感じています。 

「壁から出ていく (going beyond the walls)」 この 4つ目の重要性なしに、ラルシュのコミュニティ

生活を定義することはできなくなっています。  

（リトアニア・ヴィリニュス会議報告、ラルシュインターナショナル責任者パトリック、アイリーンより）  
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かなの家にいたのは、もう１０年も前のことになります。今は結婚し横浜で、夫と１歳になる子ど

もと暮らしています。夫の祐一は、かなの家の監事として関わっています。子どもはとても元気のい

い男の子で、歩（あゆむ）といいます。 

歩は「小さな怪獣」です。家にいると私はその小さな怪

獣にふりまわされます。心が頭がぐるぐるしてしまい、こ

んな泣き声もう聞きたくないって、「もういいかげん泣か

ないで！」なんて言っちゃったり…。だから外に行こう。

ふたりで外の空気を吸って、おやこの広場に向かいます。

そこはなんとなくかなの家みたい。“みんながいる”ただ

それだけのことが、すばらしくて、うれしくて、ほっとす

る場所です。たくさんの人に支えられ、見守られて、なん

とかやっている私たちです。 

唐澤 恵理子 

 

ぼくもひとこと。 

ぼくはおかあちゃんがかいじゅうだとおもう。  

あゆむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さなお花畑 

 

 新じゃががごろごろ、新玉ねぎもごろごろ、

どこからともなく新茶の香りが・・・、とまで

はいきませんが、ここは静岡、なんといって

もお茶の産地です。かなの家の廻りにも、ち

ょっと歩けば茶畑があちらこちらにありま

す。初夏の香りを漂わせて、梅雨の前の晴れ

間が続きます。        

  かなの家の玄関の横に５つのプランター

が置かれています。その中の一つのプランタ

ーがとてもにぎやかで、かなの家らしいので、

いまだけですがご紹介しましょう。メインは

パンジーです。黄色と紫です。プランターか

らあふれんばかりに咲き誇っています。 

アシスタントな ひとこま その九 

 

 しかし、それにもめげずすき間からタンポポ、

白ツメ草、名も知らない野草たち・・なんとも

にぎやかなおしくらまんじゅうをしています。

毎朝水やりだけのお世話なので整然としていま

せんが、なぜか和やかなプランターはとてもか

なの家らしいと、一人で感じています。忙しく

バタバタしている時も、この小さなお花畑を見

て、しばしホッコリしています。 

 もうすぐ田んぼに水を入れる為、耕運機の音

がひびいています。 

 さてもうひと踏ん張りお仕事しましょう。 

（＊記述時期は５月上旬）   

（裕美・ひろみ） 

よこはまの唐澤さんちからの手紙 
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「信仰と光」は「かなの家」と同じ霊性に生きる共同体です。 

違いは別々に暮らし一月一度集い、両親や兄弟もメンバーだという事でしょうか。日本に数個のグ

ループが誕生して約 25年です。月の集まり以外にルルドの巡礼や国内の集いや小旅行、黙想会など

を通して知り合い、普段は別々の生活をし、個別の苦労や喜びを体験しつつ、出会っては分かち合う

内に血族の兄弟よりも深い絆を感じる関わりが生まれて来ました。意見や価値観や感じ方が違って

いても相手を受け入れて愛しく想える、まあいいかと赦せる。 

佐藤仁彦さんが「大好き」が大切と話されたけど、「ああ嫌！違和感！」と耐え難かった人とも、

出会っている内に「大好き！愛しい！」と感じる自分を発見して、すごくうれしくなります。毎月「元

気だった？どうしてたの？」と聴くのを大切にして、辛い苦しいこと、うれしいことを語り合って祈

る。その道々にそっとイエスが同行しておられると感じて元気が出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

信仰と光  

国内コーディネーター 

濱本 緑  義信 

＜緑＞ 

1949年  埼玉県本庄市生まれ 

1987年  ジャン・バニエの講演会で衝撃を受け 

トロリーの L'Archeを訪問。帰国後信

仰と光の準備会に呼ばれる。 

1989 年  義信と共に神戸グループのリーダー

を頼まれる。 

1991年  信仰と光国際ルルド巡礼に参加。 

同年 9月  日本の 4つのグループが信仰と光共同

体として国際的に認可され、国内コー

ディネーターに選ばれ、3期務める。 

 

＜義信＞ 

1954年  長崎県五島市生まれ 

1987 年  大阪の信仰と光の集いに緑に誘われ参

加し始める。 

1989 年  緑と共に神戸グループのリーダーを頼

まれる。 

1991年  信仰と光国際ルルド巡礼に参加。 

同年 9 月 以来英文の書簡や資料の翻訳の一部を

担うことになり、その霊性に心が動かさ

れる。 

1995 年 緑と夫婦で国内コーディネーターに選

ばれ、3期務める。 

 

「信仰と光共同体」 

＜あげは＞（神戸）

の仲間たちと 

 

左から二人目が 

緑さん 

右から二人目が 

義信さん 



 

 

 

 

  数年前、福祉に関係する働きに携わりたいと思っていた時、ジャン・バニエ氏

の著書「コミュニティー」「人間になる」等に出会い、氏の思想とその実践に触

れたいと思いました。いくつかの福祉施設に従事し、昨年末、ラルシュコミュニ

ティーの一つである「かなの家」を体験する機会が与えられ、今年１月よりアシ

スタントとして「かなの家」の皆さんと共に歩ませていただいています。 

一日一日を大切に過ごしていけたらと思っています。 

 

仕事のアシスタント  湯浅 隆昌（ゆあさ たかまさ） 

１月からかなの家に住んでおり、家庭のアシスタントの仕事をしています。ラル

シュやかなの家のことは、大学時代の恩師である小山英之神父から伺い、知りまし

た。ラルシュに関するジャン・バニエやヘンリー・ナウエンの著作に感銘を受け、

昨年のゴールデンウィークに実際にかなの家を体験し、９月の丹沢での美しいリト

リートにも参加し、かなの家で働くことを決めました。神様に祈りながら、なかま

と共に食べ共に生き共に笑う時間を楽しんでいきたいと思っています。 

家庭のアシスタント  平石 祐哉（ひらいし ゆうや） 

 

２０１６年 ラルシュ・リトリートのご案内 

 

日々の暮らしを離れてゆったりとしたくつろぎのうちに 

心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

講師     クリスティ－ヌ・マック・グリ－ビ－ （トロリ－のコミュニティ・リ－ダ－） 

       ・・前ラルシュ・インタ－ナショナル・共同コ－ディネ－タ－ 

日時      2016年9月22日（木）～9月25日（日） ３泊４日 

会場      丹沢聖心学舎 神奈川県足柄上郡松田町寄5910  

Tel  0465-89-2333 

お問い合    ２０16ラルシュ・リトリート運営チーム（かなの家） 

わせ先    ｔel 054-206-0830  fax 054-294-8070  

email   larche__kana@yahoo.co.jp 

人には自分の悩みや喜びをわかちあえる友人をみつける必要があります。 

自分を見捨てない、忠実な、利己的でない友人を持つ必要があります。 

ジャン・バニエ 「希望にあふれて」 ( 71 ページ )  

ラルシュ・かなの家のメンバーになって、間もなく２年。分かち合うことの大切さを、日々学んでいま

す。そして、多くの友人たちに支えられていることに感謝します。         （愛実・まなみ） 

― 新人紹介 ― 

 左；一泊旅行で、仁さん（右）とデュエット 

 右；つどいの両巨匠 穂純さん、大介さんとの夕べ 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/20150330155207ef9.jpg/


＜いぶき新築へ向けてご支援のお願い＞ 

 

日頃よりラルシュ・かなの家への温かいお気持ちとお祈りをありがとうございます。 

 

グループホーム「いぶき」新築の件ですが、耐震面と言う一点で、8月中に住んでいるなかまは現在の

足久保の地を引き払い、かつて「こころ」の家があった安倍口団地に一時移る事が理事会で決定されま

した。本年も市への助成金を申請しましたが、いただける可能性は未知数です。一時団地に移る中でも、

入浴設備や自動火災報知機の設置が求められ、100万円以上の初期費用が掛かる公算です。 

 

先日かなの家の全なかまに将来グループホームを利用したいか、という希望を聞く機会がありました。

その中で何名かが希望しているということが明らかになりました。現在の 3つの家の部屋数ではそのニ

ーズに応える事は出来ません。また最高年齢の仁さんが 61歳、かなの家の創業時からの仲間も 50歳

後半を迎え、高齢化に対してどう向合っていくか、という問題も出てきています。いぶきの家の建築は

耐震化のみならず、なかまの変化するニーズにどう応えるかと言う、とても大きな視点からも考えてい

くことであるという認識を持って計画を進めています。 

 

かなの家には色々なお客様が来られます。実習生として大学生のお客さんを迎えることもあります。そ

の方々が「自分に自信が持てなかったけれども、かなの家に来て仲間が自然に迎えてくれる、その事が

本当に嬉しかった」というようなことを話してくれます。条件付けではなく、その人を「その人」とし

てありのままで迎える。人間が大切にされるとは言えていないような現代社会の中で、なかまのそのよ

うなまなざしはとても小さいものかもしれませんが、ひと筋の光であると、お客さんの話を聞きながら

思います。 

 

その仲間たちが平和に過ごせるすまいを、 

皆様の手でどうぞ支えてくださいますよう、 

心よりお願い申し上げます。 

 

【会計報告】                        

2015年度寄付収入      

5,097,760円 うち建設用 640,000円 

2016年度寄附収入      

190,000円 うち建設用 125,000円 

 

                            （皆が好きなレストラン「Rama」で） 

 

（横井・よこい） 

 

 

※皆様からお寄せいただくご寄付等は、税法上寄付控除の対象となります。領収書をご希

望の方は、恐れ入りますがその旨を振込用紙にご記載下さると有難いです。 



2015 年ふゆ号からご寄付下さった方・献品して下さった方 

（2015 年 11 月 26 日～2016 年 6 月７日現在。敬称を略させていただきました） 

 

（個人の方）飛田益美、高倉尚、長岡隆・檀、吉沢美佐子、生子典男、岡橋慶治、田野明子、斉藤斉、小南好子

ベリオン・ルイ神父、矢尾板優子、長谷部和夫、戸田洋子、山田哲史、西村美知子、由井滋、高井紀栄、押野忍 

長野学・きみゑ、山森マリ、長谷部和夫、高野啓子、國分美知子、武井陽一、伊澤喜代子、滝口文子、内海眞 

三重野きの江、南百瀬望、松浦由佳子、石神衣子、永岡啓、佐藤裕一、伊藤海子、ロバート・ディーターズ 

相馬和子、池田清子、平野昭子、荒井直子、田辺ヒナ子、道下ケイ子、添野（高塚）恵里子、古戸義雄・満智子 

佐藤修神父、森川信子、野崎健・奈都子、ジェフリー・メンセンディーク、渡瀬行子、小野田眞吾、宮下浩子 

鶴岡恵子、中島教子、鹿倉桃子、寺西英夫、増田とき枝田浦隆、奥津隆雄、神林眞弓、金野由之、井川伸子 

石原艶子、西脇艶子、渡辺龍子、今林正子、安達和子、伊藤幸史、平松恭子、松永修、多根厚子、芳賀直哉 

内坂徹、唐澤祐一・恵理子、ラファエラ会 増澤須美子、藪中良彦、岡本みどり、中富文雄、清水基、井川伸子 

芦川恵美子、長倉禮子、山屋長英、西本洋子、森山薫、藤三枝子、御前ザビエル、津川怜子、石井智恵美 

久山元太郎、清水紀代子、竹元定敏、小嶋宏子、御牧由子、石原晶世、Miss C M Purser、神藤尋子、吉川公眸

猪俣暁子、村本宏美、水野寿美代、湯山みはる、中野里晃祐、堂目卓生、桑田喜美子、古泉百合、神澤光江 

東地廉夫、真野祐子、土器屋香代子、下口浩子、田中孝夫、清水初江、北村喜子、小林まどか、中田久美子 

水野寿美代、内倉春子、柳澤満貴子、及川幸子、西本洋子、瀧浪詩月江、坂本梨枝、増田明雄、波多野瑞穂 

藤沢薫、加倉井規子、松屋輝美、竹内朋子、川上真紀子、植村英世、菊地真弓、水野成人、石割隆、匿名１５ 

 

（団体）カトリック磐田教会バザー委員会、カトリック小田原教会福祉の会 吉田順行、福岡カルメル会 

奈良レインボーコミュニティ、天使の聖母宣教修道女会、幼きイエス会管区本部、カルメル会修道院（京都）  

お告げのマリア修道会修練院、イエスの小さい姉妹の友愛会（宮寺）、カトリック八幡教会、カルメル会修道院

（泰阜）、愛徳幼稚園（垂水）カトリック藤枝教会、カトリック焼津教会愛徳会、カトリック鍛冶ヶ谷教会 

援助修道会修練院、ヌヴェール愛徳修道会、聖心侍女修道会・雪ノ下修道院、カトリック二俣川教会 

カトリック菊名教会、愛徳カルメル会松戸修道院、山手カトリック教会福祉委員会、カトリック三島教会 

志太榛原一致祈祷会、カトリック徳田教会、バプテスト静岡教会、日本基督教団隠岐教会、栄光学園 愛の運動

委員会、静岡雙葉学園 母の会、天使の聖母トラピスチヌ修道院、静岡英和女学院中学校・高等学校 宗教部 

日本平ロータリークラブ、赤い羽根共同募金会 

 

献品 水野寿美代（食品）佐藤昭信（菓子）増井勝男（食品）田野博宣・明子（菓子）、斉藤えり子（食品） 

三輪直子（菓子）内田石油（食品）渡辺裕成（菓子）西手友一・東美野子、（菓子）藤三枝子（果物）神林真弓

（果物）静岡雙葉学園（物品）静岡聖光学院中学・高等学校（清掃の奉仕活動）井川伸子（菓子）静岡唐揚協会

（食品）中村文子（飲料）中山宗次郎（菓子）佐藤昭信（菓子）東地望・裕子・廉夫（菓子）秋山豊（食品） 

橋本幸彦（食品）道下ケイ子（菓子）島田恵子（菓子）堂目卓生（菓子・書籍）桂正枝（食品）北村善行（菓子）

中野里晃祐（菓子）今林良（菓子・果実）中野里晃祐（菓子）サラ（菓子）片柳弘史（書籍）中田久美子（菓子）

シャ・パンカージ（食品）西手友一・東美野子（菓子）宮永久人（食品）水野成人・朴亜紀子（菓子） 

ドン・ボスコ社（雑誌）カトリック赤羽教会バザー委員会（菓子）下口浩子（菓子）福田弘二（菓子）生子典男

（菓子）小木曽健次（菓子）村本徹也（菓子）渡辺弓男（菓子）カトリック上田教会すぐりの会（ジャム） 

サクラクレパス（絵の具等）三菱電機静岡製作所（掃除機・洗濯機）平石真理（菓子）服部剛（菓子） 

 

 

 

皆さま、本当にありがとうございました。漏れのある方、匿名希望の方がおられましたら、お手数で

すがどうぞご連絡下さいませ。 



 

はっそう所から 

 

仙台市の菊池様より、かなせっけんネットショップへメールをいただきました。 

菊池様のご許可をいただき、全文を転載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  粉せっけんが大好きで、試した数は 20はくだらないとのこと。長く使ってきたお気に入りのせっけんが、

今は手に入らないため、石けん探しの旅に出るような思いで色々試して、ようやく私どもの粉石けんに出会

えたそうです。 連絡させていただいた日は仙台市も朝からとても良いお天気で、早速シーツ等のリネン類

をまとめて洗い、お庭にせっけんの匂いが広がり とても気持ちが良いとのことでした。   

菊池様、ありがとうございました。 

 

  ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５  TEL ０５４－２０６－０８３０  FAX ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAIL;larche_kana@yahoo.co.jp WEB;larchejapan.org ブログ;larchekananoie.blog.fc2.com 
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印刷；社会福祉法人ラルシュかなの家 プリントハウスまどい 
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▼安心、天然素材、ラルシュかなの家「かなせっけん」への 

≪ショップ≫お問い合わせ 

> ============================================================== 

> 【 お名前 】 菊池○○ 

> 【 MAIL 】  ○○○○○○○ 

 【 タイトル 】 石けん届きました！ 

> 【 内容 】 

> 初めまして仙台市の菊池と申します。 

> 先日注文していた石けん類が昨日到着しました。 

> 同封されていたサンプルの粉石けんを使い、早速昨夜洗濯してみました。感想は これは  

良い！です。 

> 私は長年アレルギー体質で、小さい頃から皮膚が弱く、花粉症等にも 悩まされてきました。 

実家にいる頃は母が家事担当でしたので洗剤を使用していましたが、結婚を機に全ての洗剤 

類を石けんに替えました。それから 20 数年経ち、国内の大手の石けんメーカーのみならず  

小さい作業所の石けん等も使ってきました。その使用歴の中でもそちら様の粉石けんは驚き 

の使用感です。普通作業所の石けん類は廃油を主原料とする為か臭いが天ぷら臭く、普段着 

るものには使いたくないのですがこの製品は洗い上がりに臭う事も無く本当に驚かされまし 

た。今回は無香料のサンプルで洗いましたが購入した香料入りの方で洗うのも本当に楽しみ 

です。石けんマニアと自負する私が満足して使える製品ですので今後とも良い製品を作り続 

けて下さい。 

> 本当にありがとうございました！ 

> ============================================================== 

> 送信日時：2016年 05月 26日 09時 55分 29秒 
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- かなの家のアーティストたち -
C A L E N D A R  2 0 1 7

“ TODAY ”    　　 田浦　実　Minoru Taura

カレンダーの内容

かなの家の「絵クラブ」に参加した知的ハンディのある仲間たちの絵を、毎月生き生きと紹介します！

A３版の壁掛けカレンダー、色彩が鮮やかで丈夫な１４枚綴じとなっています。

各月のカレンダーには、翌月の小さなカレンダーも併記。月をまたいでの日付確認 OK。

カレンダーの日付は大きく、使いやすく、日付欄にはメモを記入できます。

季節が感じられる二十四節季を記入。

販売予約受付中 !!

価格（税込）：１冊１０００円　　５冊以上１冊９００円

このカレンダー販売の収益はすべて、障害のある仲間の人たちの給料と

材料費のために、大切に使わせていただきます。


